
 

平成 27年度 主な事業一覧 

 

 Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援     
１ 子どもたちの笑顔のために！家庭での子育てを応援・・P６ 

２ 「練馬こども園」を創設！  ・・・・・・・・・・・ P８ 

３ 保育所等の拡充とサービスの充実・・・・・・・・・・P10 

４ 放課後はみんなで「（仮称）ねりっこクラブ」・・・・・P11 

５ 子どもたち一人ひとりの夢や目標のために・・・・・・P12 

６ 学校や通学路をもっと安全に・・・・・・・・・・・・P13 
 

 Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実     

７ 高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるために・・・・P14 

８ 障害者の地域生活を支援・・・・・・・・・・・・・  P16 

９ 急性期から在宅まで切れ目のない地域医療の充実に向けて・P18 

10 ともに支え合う地域づくりのために・・・・・・・・・P19 

 

 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備   

11 地下鉄大江戸線の延伸促進活動を強化・・・・・・・  P20 

12 外環の２の整備促進と西武新宿線の立体化促進・・・・P22 

13 災害時における輸送道路の安全確保のために・・・・・P24 

14 空き家・ごみ屋敷等の問題家屋の解消に向けて・・・・P26 

15 台風や集中豪雨に備えて対策を強化・・・・・・・・・P27 

16 （仮称）練馬区エネルギービジョンを策定・・・・・・P28 

17 お隣は大丈夫？災害時安否確認ボードを全世帯に配付・P29 
 

 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり      

18 農の活きるまち練馬 ・・・・・・・・・・・・・・・ P30 

19  中小企業活性化と商店街魅力づくりを支援・・・・・・P32 

20 活力ある地域づくりにぷらすアルファ ・・・・・・・ P33 

21 みどりを五感で楽しもう！・・・・・・・・・・・・・P34 

22 風を感じながら巡るみどりのまち・・・・・・・・・・P35 

23 ときめきの美 いま 練馬から・・・・・・・・・・・・P36 
  

 Ⅴ 新たな区政の創造              

24 抜本的な区政改革を検討！・・・・・・・・・・・・・P37 

撮影: 日本大学芸術学部写真学科 曳沼義明 
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 １ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援 
 

 
 

子どもたちの笑顔のために！ 

家庭での子育てを応援 

何でも相談できる（仮称）「すくすくアドバイザー」を配置  

乳幼児の一時預かりの受入れ人数を増員 

大空のもとで子どもと親同士が楽しく過ごせる外遊び事業を開始 

 

特 色 

 

■「すくすくアドバイザー」を配置し、育児や子育てサ―ビス
など様々な相談にお応えすることで、保護者の安心子育てを
支援します。 

 
■在宅子育て家庭の要望の高い、乳幼児一時預かりの受入れ人数
を年間約１万人拡大し、約３万５千人とします。 
 

■練馬区はみどりに恵まれたまちです。外遊び事業「おひさま
ぴよぴよ」は、公園やひろばで、乳幼児や親同士が楽しく過
ごせる新しい取組です。 
 

予算額 

 

４４,５９４千円（光が丘子ども家庭支援センター分室整備費） 

２,１５８千円（おひさまぴよぴよ開設費）        

 

新規 

ビジョン 

戦略計画１ 
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 １ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援 
 

 
 

事業概要 

１ すくすくアドバイザーの配置 

平成 27年度に「すくすくアドバイザー」は、区役所内に配置し、子育てに

関する総合相談や育児サービス等への橋渡しを行います。 

アドバイザーは、幅広い知識と経験をもった人材を充てます。 

区役所のほかに、今後４か所の子ども家庭支援センターに「すくすくアド

バイザー」を配置する予定です。 

 

２ 乳幼児の一時預かりを拡充 

 子ども家庭支援センター（５か所）で実施している区内乳幼児一時預かり

の受入れ人数を年間約１万人増やし、約３万５千人とします。 

３ 外遊び事業の開始 

区内の公園を利用し、親子交流の外遊びひろば事業「おひさまぴよぴよ」

を開始します。これまで屋内で実施していた０～３歳の乳幼児対象の親子事

業「ぴよぴよ」を屋外で展開します。 

27年度は、区内４か所での実施を予定しています。 

 

スケジュール 

平成 27年４月 乳幼児一時預かりの受入れ人数の拡大開始 

おひさまぴよぴよ開始 

すくすくアドバイザーの配置（区役所内） 

 

平成 28年１月 光が丘子ども家庭支援センター分室の開設（予定） 

問合せ 
練馬区教育委員会事務局 練馬子ども家庭支援センター 

☎５９８４－１５１３ 

 

「子どもと家庭の総合相談」の件数の推移 

[出典] 練馬区「練馬区政概要」 
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 ２ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援 
 

「練馬こども園」を創設！ 

練馬区版の新たな幼保一元化に向けた取組を開始 

 

特 色 

■私立幼稚園が、長時間の預かり保育や、認証保育所などと提
携して３歳児を受け入れるなどの取組を行う場合、練馬区独
自の「練馬こども園」として認定し、支援します（全国初）。 

 
■３歳からは預かり保育のある幼稚園に通わせたいという保
護者のニーズに私立幼稚園と協力して応えます。 

 
■主に２歳児までを対象とする認証保育所などとの提携によ

り、小学校入学までの切れ目ないサービスが受けられます。 
 
■将来的には、教育・保育の質の向上に取り組むなど、一定の

条件を満たす保育所についても「練馬こども園」として認定
することをめざします。 

 
予算額 

９６,７５０千円 

88,750千円（私立幼稚園預かり保育運営費補助金） 

8,000千円（開設準備経費補助金） 

新規 

ビジョン 

戦略計画２ 

  

練馬こども園
（私立幼稚園）

(1) 長時間預かり保育の実施

(2) ３歳児受入の提携

３
歳
の
壁

(3) 質の向上に取組

保育所並みの開所時間（11時間）の提供

職員交流・合同研修の実施
認証保育所等 私立幼稚園

提携

8



 ２ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援 
 

事業概要 

平成 27 年度から私立幼稚園が長時間の預かり保育に取り組むための運営費

や、備品などの開設準備経費に対し、区独自の支援を行います。さらに、次の

３つの取組を行う私立幼稚園を「練馬こども園」として認定し、年度内に 20

園の認定を予定しています。 

 

１ 長時間預かり保育の拡大 

  私立幼稚園が長時間（11時間）の預かり保育を実施します。 

私立幼稚園の実情に応じて選択できるよう、通年で実施する「強化型」と

土曜日等を実施しない「標準型」の２つのメニューを設定します。 

２ 小学校入学までの切れ目のない教育・保育サービスの実現 

  主に２歳児までを対象とする認証保育所や小規模保育事業者などと私立幼

稚園の間で、卒園児受け入れに関する提携を推進します。 

３ 幼稚園と保育所における教育・保育の質の向上 

  幼稚園と保育所の間で、職員交流や合同研修などを積極的に実施し、それ

ぞれが有する幼児教育などのノウハウの共有を図ります。 

 

 

スケジュール 
平成 27年度  私立幼稚園に対する補助事業等を開始 

        「練馬こども園」の認定 20園（予定） 

問合せ 練馬区教育委員会事務局 こども施策企画課  ☎５９８４－１３３２ 

 

［出典］練馬区「練馬区子ども・子育て支援事業計画等の策定に係るニーズ調査 

－就学前児童の保護者－（平成 26年３月）」をもとに作成 

子どもの年齢別保護者の希望する教育・保育
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３ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援    

 

 
 

保育所等の拡充とサービスの充実 
500 人規模の定員拡大、病児・病後児保育施設の増設 
 

特 色 

■区有施設および民有地を活用した私立認可保育所を４園、地域
型保育事業（小規模保育事業）を４か所整備し、500人規模で
定員を拡大します。 

 
■病児・病後児保育施設を１か所整備します。 

予算額 ５２９,９９８千円 充実 

 

事業概要 

１ 私立認可保育所の整備（４園） 

 (1)区立幼稚園跡施設を活用した保育園（１園） 

  保育事業者が区有施設（旧光が丘わかば幼稚園）を活用して私立認可保育所 

を整備します。 

  (2)民有地における施設整備（３園） 

  保育事業者が民間の土地・建物を賃借して私立認可保育所を整備する場合に、

内装工事費や開設後 10年間の賃借料の補助を行います。 

２ 小規模保育事業を行う施設の整備（４か所） 

保育事業者が民間の建物を賃借して小規模保育事業所（定員 19人以下）を

整備する場合に、内装工事費や開設前賃借料の補助を行います。 

３ 区立豊玉保育園の改築 

区立豊玉保育園の改築に向 

け、設計を行います。 

４ 病児・病後児保育施設の整備

（１施設、定員６人／日） 

病児・病後児保育を行う事業 

者に、内装工事費や開設前賃借 

料の補助を行います。 

スケジュール 
平成 28年４月 500 人規模の定員拡大（認可４園、小規模４か所等） 

        病児・病後児保育施設の開設（１か所） 

問合せ 練馬区教育委員会事務局 保育計画調整課  ☎５９８４－４６８６ 
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４ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援 

 

 
 

放課後はみんなで「（仮称）ねりっこクラブ」 
すべての小学生を対象とする放課後の居場所づくりに着手！ 
 

特 色 

■小学校の施設を活用し、学童クラブと学校応援団ひろば事業を
一体的に運営する「（仮称）ねりっこクラブ」の実施に向けた
準備を進めます。 

 
■平成 28 年４月、小学校３校で実施します。 

予算額 ２２,２３９千円 新規 ビジョン戦略計画３ 

 

事業概要 

１ 区では現在、「学童クラブ事業」と、学校内において居場所を提供し、地域住 

民が児童を見守る「学校応援団ひろば事業」を実施しています。「（仮称）ねり 

っこクラブ」は、各事業が持つ機能・特色を維持しながら、子どもたちがより 

多くの時間を一緒に過ごせるよう一体的に運営します。 
 

２ 学童クラブ事業は、希望するすべての児童を受け入れられるよう、特別教室 

を放課後だけ使用する等学校施設を弾力的に活用し、活動スペースを確保します。 
 

３ ひろば事業は、放課後に加え長期休業（夏・冬・春休み）中も実施します。 

また、学校応援団による地域住民の見守りに、民間の持つプログラム企画のノ 

ウハウ等を組み合わせ、子どもたちが多様な体験・活動ができるようにします。 
 

４ 円滑な事業運営実現のため、区職員のコーディネーターを配置し、学校や地 

域住民、事業者との調整を行い、事業全体の管理や運営の支援をします。 
 

５ 平成 31年度までに 20校で実施し、将来的には全小学校での実施をめざします。 

スケジュール 
平成 27年度   条例等関連規定の整備、事業者選定・準備委託 

平成 28年４月  ３校で「（仮称）ねりっこクラブ」開始（実施校は今後決定） 

 
問合せ 練馬区教育委員会事務局 こども施策企画課  ☎５９８４－１３３２ 
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５ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援    

 

 
 

子どもたち一人ひとりの夢や目標のために 
支援が必要な子どもたちへのサポートを充実 
 

特 色 

■スクールソーシャルワーカーを新たに配置し、支援が必要な子
どもへのサポートを充実します。 

 
■新たに準要保護の中学生に対して「勉強会」を開催します。 
 
■不登校など引きこもりがちな子どもが過ごす「居場所」をつく
り、一人ひとりの状況に応じた「学習支援」を行います。 

予算額 ３６,９６２千円 新規・拡充 ビジョン戦略計画４ 

 

事業概要 

１ 支援を必要とする子どもに対して、スクールソーシャルワーカー（学校教育 

支援センター分室に４名配置）が、児童相談センター等の様々な社会資源を活 

用して、個別に働きかけを行います。 

２ 準要保護の中学生に対する「勉強会」を学校教育支援センターで実施し、基 

礎学力の定着を図ります。当初は中学校第３学年を対象に週２回程度を予定し 

ます。 

３ 不登校など引きこもりがちな子どもに対して、学校教育支援センター分室な 

ど２か所を「居場所」として、NPO 法人等の協力のもと、週４回程度の学習支援 

等を行います。 

※要保護の子どもについては、上記と同様に福祉施策による個別支援、勉強会、居

場所支援を行っています。 

スケジュール 

平成 27年４月  スクールソーシャルワーカーの新規配置 

平成 27年８月  学習支援等を実施する NPO法人等の選定 

平成 27年９月  学習支援等の実施 

問合せ 練馬区教育委員会事務局 学校教育支援センター  ☎６３８５－９９１１ 

 

就学援助を受けている児童生徒の推移 

※ 要保護者とは、生活保護を受けている方、準要保護者とは、教育委員会が要保護者に準

ずる程度に困窮していると認定した方です。 

学習支援イメージ 
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６ Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援    

 

 
 

学校や通学路をもっと安全に 
警察官 OB の学校防犯指導員を増員、通学路への防犯カメラを増設 
 

特 色 

■警察官ＯＢによる学校防犯指導員を増員します。 
 
■小学校通学路への防犯カメラの増設や家庭、地域との連携によ
り、子どもたちの安全・安心を守ります。 

予算額 ７８,３８７千円 充実 

 

事業概要 

１ これまで１名であった学校防犯指導員（警察官ＯＢ）を区内の警察署（３か

所）単位に応じて３名に増員します。 
 

２ 小学校の通学路への防犯カメラの設置については、東京都の補助事業を活用 

して 28年度までに全校（65 校）に５台導入します。27年度は、各校２台、合 

計 130台の設置を行います。 
 

３ スクールガード養成講習会を 16回開催し、ＰＴＡや地域の方々が学校におけ 

る防犯に関する知識等を身に付けてもらいます。 
 

４ 民間警備員の派遣事業を拡充し、学校に加えて私立幼稚園等からの情報提供 

にも対応します。 

スケジュール 

平成 27年４月 学校防犯指導員配置 

     順次 小学校の通学路における防犯カメラの設置 

        スクールガード養成講習会の開催 

問合せ 練馬区教育委員会事務局 教育総務課  ☎５９８４－５５９４ 

 

地域で児童を見守り 学校防犯指導員の活動イメージ 
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 ７ Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実 
 

 
 

高齢者が 

住み慣れた地域で暮らし続けるために 

医療・介護連携推進員などを配置し、相談支援体制を充実 

街かどケアカフェの設置など介護予防を推進 

特別養護老人ホームの整備・促進 

 

特 色 

■高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで
きるよう、地域包括ケアシステムの確立を進めます。 

 
■高齢者相談センターへ医療・介護連携推進員を配置し、一人

ひとりに合った医療・介護連携チームの編成を支援します。 
 
■高齢者の相談と交流の場である「街かどケアカフェ」の開設
や自主グループ等へのリハビリ専門職の派遣により、地域で
の介護予防を進めます。 
 

■区有地を活用した特別養護老人ホーム１施設 96 床（予定）
を整備します。「土地活用セミナー」開催や整備費補助額の
増額により施設整備を促進します。 

予算額 

２６,４０８千円（医療・介護相談体制の充実）       

１０４,７３３千円（介護予防の推進）        

４,４２８千円（特別養護老人ホームの整備促進） 

新規・拡充 
ビジョン 

戦略計画５ 
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 ７ Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実 
 

 
 

事業概要 

 

１ 医療・介護相談体制の充実 

高齢者相談センター（※）本所４か所に新たに「医療と介護の相談窓口」

を開設し、保健師などの資格を持つ「医療・介護連携推進員」を配置しま

す。健康不安などの各種相談や退院から在宅復帰への支援など、一人ひと

りに合った医療・介護連携チームの編成を支援します。 

※高齢者相談センター・・・法令上の名称は「地域包括支援センター」ですが、

練馬区では「高齢者相談センター」と呼んでいます。 

 

２ 介護予防の推進  

 (1)街かどケアカフェの開設準備 

   「街かどケアカフェ」は、医療・

介護・健康の相談と高齢者等地域

住民の交流の場です。区立施設や

訪問看護事業所等と併設し、区内

でも特に高齢化率の高い地域に

設置します。 

高齢者相談センターが保健相

談所や介護事業所などと連携し

て、介護予防や栄養、口腔ケア、認知症などの相談、ロコモ体操などの事業

を行います。平成 27 年度は開設準備を行い、平成 28 年度に１施設を開設

する予定です。 

 (2)地域での介護予防活動を支援 

   地域で介護予防に取り組む自主グループにリハビリテーションの専門職

員をアドバイザーとして派遣します。 

 

３ 特別養護老人ホームの整備促進 

区有地を民間事業者へ貸付け、96床（予定）の特別養護老人ホームを整

備します。（29 年度開設予定）。 

今後の整備用地を確保するために、土地所有者を対象とした土地活用セ

ミナーを開催します。 

事業者への整備費の補助を１床あたり 210万円から 340万円に増額します。 

 

 

スケジュール 

平成 27年４月  ・医療と介護の相談窓口開設 

・土地活用セミナー開催 

平成 28年４月  街かどケアカフェ開所（１か所）   

問合せ 

練馬区高齢社会対策課 

（介護予防の推進・特別養護老人ホームの整備促進）☎５９８４－４５８３ 

練馬区福祉施策調整担当課（医療・介護相談体制の充実）☎５９８４－４６１９ 
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 ８ Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実 
 

 
 

障害者の地域生活を支援 

重症心身障害児（者）の家族支援事業（在宅レスパイト）を新設 

精神障害者への訪問支援（アウトリーチ）事業を充実 

民間事業所と連携して障害者の就労を促進 

 

特 色 

■障害者への相談や障害福祉サービスなどを充実し、地域生活 
を支援します。 

 
■看護師が、重症心身障害児（者）の家族等が行っている医療
的ケア等を一定時間代替することで、家族の介護負担を軽減
します。 

 
■保健相談所に地域精神保健相談員（精神保健福祉士）を配置
し、多職種による訪問支援（アウトリーチ）を行います。保
健部門の精神保健福祉士の配置は23区初です。 

 
■民間の事業所と連携し、職場体験から雇用につなぎ、就労後
の職場定着を支援します。 

 

予算額 

 

１０,８６０千円（重症心身障害児〈者〉在宅レスパイト事業） 

７,４９２千円（地域精神保健相談員人件費等２名配置） 

８,８３５千円（障害者の就労支援） 

 

新規・拡充 
ビジョン 

戦略計画６ 
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 ８ Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実 
 

 
 

事業概要 

 

１ 重症心身障害児（者）在宅レスパイト事業 

訪問看護ステーション等の看護師が、医療的ケアを要する重症心身障害児

（者）の自宅に出向き、家族等が行っている医療的ケア等を一定時間代替し、  

家族の介護負担を軽減します。 

また、重度障害者に対応したグループホーム整備の検討に着手します。 

 

２ 精神障害者訪問支援（アウトリーチ）事業 

医療や障害福祉サービスを受けていない精神障害者を対象に地域生活継続

を支援します。 

保健相談所に新たに「地域精神保健相談員」（精神保健福祉士）を２名配置

し、医師、保健師とともに多職種による訪問支援を実施します。 

 

３ 障害者の就労支援 

  民間の「就労移行支援」事業所と連携した就労促進の取り組みを強化する

ため練馬区障害者就労促進協会の事業を充実します。 

  区内の作業所等が、発注の増加と工賃の向上ができるように請負業務など

の共同受注窓口を設置します。 

スケジュール 
平成27年４月  保健相談所に地域精神保健相談員（精神保健福祉士）配置 

９月  重症心身障害児（者）在宅レスパイト事業開始 

問合せ 
練馬区障害者施策推進課 （事業１、３）  ☎５９８４－１０２４ 

練馬区石神井保健相談所 （事業２）  ☎３９９６－０６３４ 
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９ Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実    

 

 
 

急性期から在宅まで 
切れ目のない地域医療の充実に向けて 

病床の確保と在宅療養ネットワークの構築 
 

特 色 

■順天堂練馬病院の増床、練馬光が丘病院の改築、区西部地域の
新病院の整備と在宅療養ネットワークの構築を進めます。 

 
■今後の超高齢社会を見据え、区民が住み慣れた地域で安心して
医療を受けられる環境を整えます。 

予算額 ９１１,４３７千円 充実 ビジョン戦略計画７ 

 

事業概要 

１ 順天堂練馬病院・・・新病棟の建設により 90 床の病床を増設するとともに、

救急医療や周産期医療（NICU）等の医療機能の拡充を図ります。増築用地を確

保するため、石神井東中学校の体育施設の移設に着手します。 

２ 練馬光が丘病院・・・狭隘で老朽化が進む施設を改築し、今後の医療需要を

見据えた医療機能の拡充を図るため、旧光が丘第七小学校用地を活用した基本

構想を策定します。 

３ 区西部地域の病院整備・・・急性期後の患者の受け皿となる 100 床程度の病

院を整備し、地域における在宅療養ネットワークの構築に向けた取り組みを促

進します。 

スケジュール 

平成 28年１月 区西部地域の新病院建築工事開始（29年度開院予定） 

平成 28年３月 練馬光が丘病院改築基本構想策定 

平成 29年度末～30年度初 順天堂練馬病院新病棟建築工事開始（31年度開設予定） 

問合せ 

練馬区地域医療課（練馬光が丘病院の改築） ☎５９８４－１０４２ 

練馬区地域医療企画調整課（順天堂練馬病院の増床、区西部地域の病院整備） 

☎５９８４－１０８６ 
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10 Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実    

 

 
 

ともに支え合う地域づくりのために 
区の出張所を拠点として見守りネットワークをつくります 
 

特 色 

■高齢者や子どもなどを、ゆるやかに見守りあえる地域づくりを
支援するモデル事業を、出張所などを拠点に段階的に実施しま
す。 

 
■平常時からの地域住民のゆるやかな見守りにより、課題の早期
発見や必要な支援につなげます。 

予算額 ８,７１９千円 新規 ビジョン戦略計画８ 

 

事業概要 

 

出張所等を段階的に地域の見守り拠点

とし、区社会福祉協議会と連携して、地域

の実情にあわせて地域団体や事業者等の

見守りネットワークづくりを進めるモデ

ル事業を行います。 

１ 見守り対象者を限定せず実施します。 

２ 住民や団体同士が気軽に交流できる

場を設け、顔の見える関係づくりを進め、情報交換会や学習会等を実施します。 

３ 支援が必要な人については、専門機関（高齢者相談センター、障害者地域生

活支援センター、子ども家庭支援センター等）へ情報等をつなぎます。 

スケジュール 平成 27年度 モデル事業実施 

問合せ 練馬区福祉部経営課  ☎５９８４－４５７６ 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ 

町会・自治会 

ボランティア 

民生・ 

児童委員 

老人クラブ 

地域特性に合わせたゆるやかな見守りネットワーク 

住宅管理 

組合 

商店会 

青少年育成 

地区委員会 

 

事業者
地域の見守りの拠点 

・顔の見える関係づくり 

・情報交換会や学習会の開催 

・見守り参加のきっかけづくり 

・専門機関へのつなぎ 

など 

ＮＰＯ 
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 11 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 
 

 
 

地下鉄大江戸線の延伸促進活動を強化 

都心へのアクセスの向上と東京圏の鉄道ネットワークの充実 

 

特 色 

■23区内で残された数少ない鉄道の空白地域で 

ある区北西部への大江戸線延伸を目指します。 

国の答申が来年度に予定されることから、延  
伸促進活動をさらに強化します。 

 
■大江戸線延伸推進基金に単年度では最大とな  
る５億円の積み増しを行います。 
東京都との実務的な協議を進めます。 
駅予定地周辺を中心にまちづくりを進めます。 

予算額 ６４５,６９３千円（延伸推進基金積立金）他 

拡充 

ビジョン 

戦略計画９ 

 
 
 
 
 
 
 
 

東京 23区における鉄道空白地域と夜間人口 
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 11 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 
 

 
 

事業概要 

１ 地下鉄大江戸線延伸推進基金を５億円積み増しします。（平成 26 年度末現

在約 11億円） 

２ 都と情報や課題を共有し、大江戸線延伸の事業化に向けた実務的な協議を 

進めます。 

３ パネル・ポスター掲示などによる積極的な情報発信を行い、区民一丸とな

った促進活動を展開します。 

４ 新駅予定地周辺を中心に、良質な都市環境の形成に資するまちづくりを進

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《トピックス》 

昨年 11 月 20 日、前川燿男練馬区長（大江戸線延伸促進期成同盟会長）は、

区民、区議会議員とともに東京都庁を訪れ、大江戸線の早期延伸に関する要望

書を提出しました。 

今回はじめて都に対し、交通政策審議

会に優先的に整備すべき路線として位

置づけられるよう働きかけること、事業

化に向けて区と実務的な協議をするこ

となど、具体的な項目をあげて要請しま

した。 

 この要請に基づき、早速、本年１月か

ら区と関係当局との実務的な協議を開

始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 平成 27年度  都との協議、延伸促進活動、基金の積立 

問合せ 練馬区大江戸線延伸推進課  ☎５９８４－１５４０ 

 

地下鉄大江戸線新駅予定地 

大江戸線延伸に関するパネル展 

（平成 26年 11月） 
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 12 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 
 

外環の２の整備促進と西武新宿線の立体化促進 

都市計画道路の整備による快適な都市環境の創出 

西武新宿線立体化の要請活動の強化 

 

特 色 

■昨年 11 月都市計画道路「外環の２」は鉄道立体化を前提に、
都市計画変更が決定されました。外環の２の整備を契機に、
道路整備についての発想の転換を進めます。 

 
■街路樹が充実し、広幅員の歩道と自転車道を設けた外環の２

の早期事業着手を都に働きかけます。道路と調和した沿道の
まちづくりを進め、都市生活を支える良好な空間を形成しま
す。 

 
■鉄道立体化の早期実現と、沿線地域のまちづくりを推進する

ため区民、区議会、区が一体となって取り組みます。 

予算額 ２９，５２５千円（まちづくり業務支援委託料）他 

新規 

ビジョン 

戦略計画９ 

 

都市計画道路イメージ 
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 12 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 
 

事業概要 

 

西武新宿線には、区内に 13 か所の踏切が存在し、交通渋滞の発生や踏切事故

の危険性、地域の分断による生活の不便やまちづくりの遅れなどの問題を引き

起こしています。これを解決するため、外環の２を始めとした鉄道と交差する

都市計画道路の整備と、鉄道を立体化することで道路ネットワークの形成を促

進し、地域の活性化に繋げます。 

１ 外環の２の早期整備を東京都に働きかけるとともに、都と連携して、沿道

地域のまちづくりを推進します。 

２ 鉄道立体化の早期実現に向け、機運 

を更に醸成するための情報発信および 

関係機関への要請活動等を行います。 

 上石神井駅の交通広場の整備計画や 

武蔵関駅の駅前空間のあり方を検討す 

るなど、鉄道立体化を見据えたまちづ 

くりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《トピックス》 

本年１月 25 日、区民・区議会・区が

一体となって国や都、鉄道事業者に対す

る要請活動等に取り組むため、「西武新

宿線立体化促進協議会」が設立されまし

た。会長に前川燿男区長が就任し、鉄道

の立体化の早期実現に向けた要請など、 

活動方針が確認されました。 

スケジュール 平成 27年度  まちづくりの推進、情報発信および関係機関への要請活動 

問合せ 

練馬区交通企画課（外環の２、西武新宿線の立体化促進） 

☎５９８４－１５４９ 

練馬区西部地域まちづくり課（沿線まちづくり） ☎５９８４－１５９２ 

 

現在の上石神井駅南口 

西武新宿線立体化促進協議会の様子 

西武新宿線 井荻～東伏見駅付近（踏切対策基本方針(平成 16年 6月 東京都）より) 
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13 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 
 

 
 

災害時における輸送道路の安全確保のために 

特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化の促進 

歩道が狭い既存道路での無電柱化モデル事業に着手 

 

特 色 

■義務化された特定緊急輸送道路沿道の 101棟の耐震診断は、
23 区の中でいち早く、本年夏に全棟完了する見込みです。 
耐震性の不足が判明した全ての物件について、個別の働きか
けを行い、耐震化を促進します。 
また、戸建て住宅などの民間建築物の耐震化も支援します。 

 
■災害時の電柱倒壊の危険を除去するために無電柱化を促進

します。 
都市計画道路や生活幹線道路の整備にあわせて無電柱化を
進めます。歩道が狭い既存道路の無電柱化に向けた調査にも
着手します。 

予算額 

 

１,０２７,４６３千円 

（耐震診断、実施設計、改修工事補助、アドバイザー派遣） 

５,１００千円（無電柱化調査） 

 

＊無電柱化の事業費のうち、調査以外は各路線の整備事業

費に計上 

新規 

ビジョン 

戦略計画１０ 

 
 
 

特定緊急輸送道路沿道で 

耐震診断が義務化されている建築物 

① 昭和 56年５月以前に建築されたもの 

② 特定緊急輸送道路に敷地が接するもの 

③ 一定以上の高さのもの 
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13 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 
 

 
 

事業概要 

１ 耐震化事業 

(1) 特定緊急輸送道路沿道の建築物への支援 

災害時に緊急輸送道路を遮断する可能性のある特定緊急輸送道路沿道の建

築物へは、耐震診断、実施設計および耐震改修工事等に対する助成を一般

の民間建築物より充実し、個別の働きかけを行うことで、耐震化を促進しま

す。 

 (2)民間建築物に対する支援 

耐震診断、実施設計および耐震改修工事等に対する費用を助成します。 

戸建住宅の無料簡易耐震診断、分譲マンション等を対象としたアドバイ

ザー派遣、耐震相談会および講習会の開催などの支援事業を行っていきま

す。相談窓口を開設し、区民からの耐震に関する幅広い相談に対応します。 

 

２ 無電柱化事業 

(1) 無電柱化事業  

道路の整備にあわせて無電柱化を実現します。 

27 年度５区間（都市計画道路２区間、生活幹線道路３区間）で実施しま

す。 

(2) 無電柱化モデル事業  

すでに整備されている歩道の狭い道路での無電柱化に向けた調査を、具

体的な路線（一区間）を設定して行います。 

   

 

スケジュール 

■特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化助成事業 

平成 27年度 耐震診断３棟、実施設計５棟、耐震改修工事等 10棟 

（いずれも見込み） 

■都市計画道路等の無電柱化事業 

平成 27年度 無電柱化事業 ５区間  モデル事業調査１区間 

問合せ 
練馬区建築課（耐震化）  ☎５９８４－１９０１ 

練馬区計画課（無電柱化） ☎５９８４－２０９６ 

 

 
石神井町二丁目（補助 132 号線） 
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14 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 

 

 
 

空き家・ごみ屋敷等の問題家屋の解消に向けて 
空き家・ごみ屋敷等の実態調査を行い、対応を多面的に進めます 
 

特 色 

空き家・ごみ屋敷等は、近隣の住環境や街のにぎわいを損ねる
だけでなく、防犯・防災の面からも大きな問題です。区内の空き
家の実態調査を行うなど、対応を多面的に進めます。 
 

■空き家の全戸調査（外観調査）や所有者の意向調査を行います。 
 
■空き家の活用希望者と活用可能物件をマッチングする仕組み
の構築に着手します。 

予算額 ３３,０６７千円（空き家等の実態調査費） 新規 ビジョン戦略計画１８ 

 

事業概要 

１ 区内にある住居系建築物の全棟を対象に、実態調査を行います。利活用可能

な物、対処が必要な物等に分類し、数量を把握します。 

２ 所有者の意向調査を行い、問題家屋になった原因を究明して、その結果を予

防策、対処策、利活用の仕組み、条例制定の検討に活かします。また、建築確

認申請や道路等の情報とあわせて地図情報として一元管理することにより、

様々な角度から検討します。 

３ 空き家の活用希望者と活用可能物件とのマッチングの仕組みについて検討

し、空き家の有効活用を図ります。 

４ 空き家等に関する総合窓口を設置し多面的な取り組みを行います。 

５ ごみ屋敷については、庁内の連携体制を強化し、状況に応じた対応を行い、

改善を図ります。 

スケジュール 
平成 27年度 実態調査、所有者への意向調査、利活用の仕組みの検討 

平成 28年度 調査結果の分析、予防策、対応策の検討 

問合せ 

練馬区建築課（実態調査）  ☎５９８４－１９０１ 

練馬区環境課（総合窓口）  ☎５９８４－１２６７ 

練馬区企画課（利活用の仕組みの検討） ☎５９８４－２６１８ 

 

区内の空き家等 

外観調査 タブレット端末 
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15 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備    

 

 
 

台風や集中豪雨に備えて対策を強化 
水害対策を強化し、浸水被害を軽減 
 

特 色 

浸水被害が想定される河川沿いなどで、都の河川改修や下水道
貯留管の整備に加え、区独自で水害対策を強化します。 
 

■雨水貯留浸透施設を増設し、台風や集中豪雨により下水道に流
入する雨水の量を減らし、周辺地区の浸水被害を軽減します。 

 
■水位観測カメラの増設により、河川水位体制の監視を強化し、
水防活動をより迅速かつ適切に行います。 

予算額 ９,５１４千円 充実 ビジョン戦略計画１０ 

 

事業概要 

１ 石神井川稲荷橋付近、白子川子安橋付近、旧田柄川沿いの３地区に雨水貯留

浸透施設を効果的に設置するため、平成 27年度に調査設計を行います。 

 

２ 石神井川流域、白子川流域に計 11 か所設置している水位観測カメラに加え、

新たに子安橋上流にカメラを増設するなど監視体制を強化します。台風や集中

豪雨に代表される急激な河川の増水をいち早く察知し、適切な水防活動に結び

付けます。 

スケジュール 

平成 27年４月～９月     雨水貯留浸透施設増設場所の調査検討 

平成 27年 10 月～28 年３月  雨水貯留浸透施設の設計 

平成 27年８月        水位観測カメラの設置 

平成 28・29年        雨水貯留浸透施設の設置工事 

問合せ 練馬区計画課  ☎５９８４－２０９６ 

 

雨水貯留浸透施設設置工事 

雷雨性豪雨の発生回数の変化 
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16 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備    

 

 
 

(仮称)練馬区エネルギービジョンを策定 
住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ 
 

特 色 

■住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会に向け、（仮
称）練馬区エネルギービジョンを策定します。 

 
■災害時のエネルギーセキュリティの確保、自立分散型エネルギ
ー社会、省エネルギーの３つの視点を基本に取組を進めます。 

予算額 ４,１５９千円（策定経費） 新規 ビジョン戦略計画１２ 

 

事業概要 

 

次の視点を基本とし、学識経験者、エネルギー事業者、区内の事業者団体など   

で構成する検討会議や区民の意見等を踏まえて(仮称)練馬区エネルギー     

ビジョンを策定します。 

１ 災害時のエネルギーセキュリティの確保 

避難拠点や福祉施設などで自家発電機能の充実、蓄電設備の導入を進めます。 

２ 自立分散型エネルギー社会への取組の推進 

電気・ガス・再生可能エネルギーなどの様々なエネルギーのベストミックス

を基本とする自立分散型エネルギー社会の実現に向けて取り組みます。 

  ①コジェネレーション等の導入促進 

（発電の際に排出する熱を給湯や暖房などに利用するシステム） 

②再生可能エネルギーの利用促進  ③清掃工場の活用 

④防災・環境・まちづくりとの連携 

⑤スマートエネルギーネットワークの取組 

３ 省エネルギーへの取組 

省エネ住宅の普及促進や省エネ型ライフスタイルへの誘導などを図ります。 

スケジュール 平成 27年９月  (仮称)練馬区エネルギービジョン策定 

問合せ 練馬区環境課  ☎５９８４－１２６７ 

 

自立分散型エネルギー社会のイメージ 
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17 Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備    

 

 
 

お隣は大丈夫？ 
災害時安否確認ボードを全世帯に配付 
 

特 色 

■災害時に「近助」「共助」の力が効率的に発揮できるよう、安否
確認が必要な世帯とそうでない世帯を迅速に特定できる安否
確認ボードを全世帯に配付します。 

 
■ボードの表面は安否確認用、裏面を防災啓発用とし、平常時か
ら発災時の心得を確認できるようにします。 

予算額 １５,０００千円 新規 ビジョン戦略計画１０ 

 

事業概要 

１ 安否確認は時間をかけないで行うことが求められます。災害時に無事な家庭

が安否確認ボードを玄関のノブなどに下げることにより、地域で確認の必要な世帯

を効率的に特定し、速やかな支援につなげます。 

 

２ ボードの裏面には発災時の心得を記載し、平常時から各家庭での災害対策に

活用できるようにします。 

スケジュール 
平成 27年７月頃   区民への周知 

平成 27年 10 月頃  配付開始 

問合せ 練馬区防災課  ☎５９８４－２７６１ 

 

安否確認ボードイメージ 使用例イメージ 
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 18 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり 
 

 
 

農の活きるまち練馬  

農家の支え手を育成する「練馬区農の学校」 いよいよ開校  

農業・商業が連携した即売会「ねりマルシェ」の開催  

果樹の直販や摘み取りを行う「練馬果樹あるファーム」検討着手 

 

特 色 

■練馬区の魅力である都市農業の振興と多面的機能をもつ都
市農地の保全に関する取組をより一層推進します。 

 
■「練馬区農の学校」では、支え手となる人材を育成し、農家

とのマッチングを行います。 
 

■農・商等が連携した即売会「ねりマルシェ」を駅前等におい
て開催し、新鮮で安全・安心な区内産農産物の購入機会を充
実します。 

 
■意欲的な農業経営を支援するため、果樹の直販や摘み取りを
行う「練馬果樹あるファーム」の検討に着手します。 

 

予算額 

１９,４６２千円（練馬区農の学校経費） 

１,４５０千円（ねりマルシェ事業推進経費） 

５,０００千円 

（練馬果樹あるファーム事業推進経費） 

新規 

ビジョン 

戦略計画 14 

 

 

両面にわたる取組に応え、東京都も「国家戦略特別

区域を活用した東京における都市農業の推進」に取り

組むこととなりました。      ◇ 

この度、都知事より都市農地保全推進自治体協議会

の会長である前川区長に協力の要請がありました。こ

れを契機に、東京都とも連携し、早期の国家戦略特別

区域の指定が実現するよう取り組んでいきます。 

《農地の保全に向けた特区の活用》 

練馬区は、都市農地の保全に向け、昨年 8月「国家戦略特別区域の活用」（国家戦略特区）を国

に提案しました。 

また、前川燿男練馬区長が会長を務める「都市農地保全推進自治体協議会」（都内 38区市）は、

関係省庁に、都市農業に関する基本法の制定をはじめ、生産緑地制度や農地制度、相続税制度な

どの改善を強く要望してきました。 
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 18 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり 
 

 
 

事業概要 

 

１ 練馬区農の学校 

練馬区農の学校（高松一丁目）では次の講座を実施します。講師は、農業者

や各専門家が務めます。 

◇農とのふれあい・体験コース 

年２回募集 １回の講座は２日 

  対象：家族（15組） 

◇初級コース（年２回募集 同８日） 

  対象：18 歳以上の区民（15名程度） 

◇中級コース①（年１回募集 同 20日） 

  対象：初級コース修了者（10名程度） 

 

※27 年度の、「農とのふれあい・体験

コース」・「初級コース」の１回目、「中級

コース①」の募集は終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ねりマルシェ 

農業者・商業者等と連携して、区内産農産物を共通テーマとしたマルシ

ェを試行します。 

区内主要駅周辺の会場において、練馬大根やキャベツ等の区内産農産物、

区内産農産物を使用・加工した商品等の販売を行います。 

 

３ 練馬果樹あるファーム 

   ブルーベリー・ブドウ・カキ・クリなど、季節の味覚を楽しめる多様な

果樹の直販や摘み取り等を行える農園の整備を支援します。 

   平成 29年度の整備を目指して、事業化に向けた調査検討を行います。 

 

スケジュール 

平成 27年３月      練馬区農の学校開校式 

平成 27年４月      練馬区農の学校 講座開始 

練馬果樹あるファーム調査開始 
平成 27年 11 月（予定）  ねりマルシェ試行 

問合せ 練馬区都市農業課  ☎５９８４－１３８４ 

 

練馬区農の学校 イメージ 

区内農業者の年齢別構成比 

 

（平成 25年練馬区農業委員会農業経営実態調査） 
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19 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり 

 

 

中小企業活性化と商店街魅力づくりを支援 
練馬ビジネスサポートセンターの機能強化 

「産業見本市」を開催、「まちゼミ」を支援 
 

特 色 

■ココネリ内の練馬ビジネスサポートセンターを拠点に、女性向
け創業セミナーの開催のほか、融資枠の拡大など、創業への総
合的な支援を充実します。 

 
■企業活動の活性化に向け「産業見本市」を開催するほか、商店
主が講師となる「まちゼミ」を支援します。 

予算額 

２６,６８６千円（創業への総合的な支援の充実） 

４,０２２千円（産業見本市の開催） 

２,０００千円（まちゼミへの支援） 

新規・充実 

ビジョン戦略計画 13 

 

事業概要 

１ 創業への総合的な支援の充実 

（1）女性向け創業セミナーなど多様な創業セミナーの開催 

（2）商店街の空き店舗を創業者へ紹介 

（3）創業支援特別貸付を創設 

２ 産業見本市の開催 

  需要の開拓や掘り起こしを促進するため、商品やサービスの展示会・商談会・

即売会を行う「産業見本市」を練馬まつり会場で同時に開催します。 

３ まちゼミへの支援 

  商店主等が講師となり、プロならではの知識や情報を伝える「まちゼミ」を

支援します。 

スケジュール 

平成 27年４月         創業支援特別貸付開設 

平成 27年４月・平成 28年２～３月 まちゼミ開催（商店街連合会主催） 

平成 27年４・８・９月  創業セミナー実施 (女性向け創業セミナーなど) 

平成 27年 10 月        産業見本市開催（練馬まつりと同時開催） 

問合せ 
練馬区経済課（創業支援、産業見本市）  ☎５９８４－２６６７ 

練馬区商工観光課（まちゼミ支援）    ☎５９８４－４５６４ 

 

       まちゼミ 

 

 

 

産業見本市イメージ 
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20 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり    

 

 
 

活力ある地域づくりにぷらすアルファ 
町会・自治会、商店会の地域活性化事業を支援 
 

特 色 

町会・自治会や商店会が自主的に行う地域の活力や魅力向上に
向けた事業に対して補助を行い、地域を活性化します。 
 
■地域の課題解決に向けた新規事業の経費を補助します。 
 
■既存事業に新たな取組を加えるなど、充実させた事業の経費を
補助します。 

予算額 ２０,０００千円 新規  

 

事業概要 

１ 町会・自治会、商店会を対象とします。  

２ 平成 27年４月から平成 28年３月までの１年間に実施する事業に対して、 

その経費を補助します。(ただし、商店会においては、にぎわい商店街支援事

業の補助対象事業を除きます。) 

３ 対象となる事業は地域の防災、環境美化および住民交流の事業などです。 

４ １団体１事業を対象とし、補助限度額は 30万円です。 

５ 事業に自発的に取り組む契機とするため、27 年度に限り実施します。 

スケジュール 平成 27年４月  助成事業の受付開始 

問合せ 
練馬区地域振興課(町会・自治会への支援) ☎５９８４－１４７３ 

練馬区商工観光課（商店会への支援）   ☎５９８４－４５６４ 
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21 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり    

 

 
 

みどりを五感で楽しもう！ 
新たなみどりの魅力発信拠点が誕生 
 

特 色 

■（仮称）森と水のビジターセンターの整備 
ホタル育成活動への参加や、周辺の白子川崖線のみどりをフィー
ルドとした自然観察や生物調査など、子どもたちが、見て触れて
五感で楽しめる体験ができます。 

 
■四季の香公園バラ園拡張 

バラを６つの香りに分けて植栽します。既存バラ園を含め、
約２千㎡に約 220品種は都内有数です。開花時期には、ローズ
フェスティバルなどバラの魅力を伝える事業を展開します。 
 

予算額 
９８,８８４千円（ビジターセンター） 

９７,８２８千円（バラ園） 
新規 ビジョン戦略計画 15 

 

事業概要 

１ （仮称）森と水のビジターセンターは、屋敷林保全を目的とした（仮称）中

里郷土の森緑地整備の一環として整備します。 

施設の建築面積は 195 ㎡です。既存の古民家の建材を一部活用し、農家の佇

まいを想わせるデザインです。施設内には展示室や飼育室があります。 

緑地内の流れを利用して、平成 26年度からホタル育成活動を開始しています。 

２ バラ園拡張部（約 1,300㎡）は、みどりの学びの拠点である「区立花とみどりの

相談所」（四季の香公園内）の隣接地に整備し、新たに約 180品種を植栽します。 

スケジュール 

■（仮称）森と水のビジターセンター・（仮称）中里郷土の森緑地 

平成 27年度  整備工事 （平成 28年４月開設予定） 

■ 四季の香公園バラ園 

平成 27年度  整備工事 （平成 28年５月開設予定） 

問合せ 練馬区みどり推進課  ☎５９８４－２４３０ 

 

(仮称)森と水のビジターセンターイメージ 
四季の香公園バラ園イメージ 
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22 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり    

 

 

風を感じながら巡るみどりのまち 
新・練馬の魅力発見・体感コースづくりに着手 

シェアサイクル導入に向けた調査の実施 
 

特 色 

■練馬区の平坦な地形を活かし、「まち歩き」「ポタリング（自転
車での散策）」を通して練馬の魅力を体感できるよう、コース
づくりや魅力ある企画の実施に取り組みます。 

 
■自転車散策に便利なシェアサイクル導入準備を進めます。 

予算額 
１０,０００千円（まち巡りコースづくり） 

 ６,０００千円（シェアサイクル調査研究） 
新規 ビジョン戦略計画 16 

 

事業概要 

１ 「みどり」「農」「アニメ」「文化施設」などといった、練馬の魅力を発見・体

験できる「まち歩き」や「ポタリング」の新たなコースづくりを行います。コ

ース設定のほか、マップの作成、案内表示板、統一看板など散策を快適に楽し

める環境整備に取り組みます。 

２ 来街者にも幅広くポタリングを楽しんでいただけるよう、まち巡りの新たな

交通手段としてシェアサイクルの導入に取り組みます。先行自治体の調査や具

体的な活用方法の検討、車体等の広告獲得、他の自治体との相互利用などを研

究します。区内でのシェアサイクルの社会実験開始（平成 29 年度予定）を目指

します。 

スケジュール 

平成 27年４月     コース設定に向けた検討会の設置、調査の開始 

平成 27年～平成 28年 シェアサイクル計画検討、計画案策定 

          コース設定、マップ・看板等の作成 

問合せ 
練馬区商工観光課 （まち巡りコースづくり） ☎５９８４－４５６４ 

練馬区交通安全課 （シェアサイクル）    ☎５９８４－１９８９  

 

シェアサイクルでポタリング 
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23 Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり    

 

 
 

ときめきの美 いま 練馬から 
美術館開館 30 周年記念展を連続開催 
 

特 色 

区立美術館 30 周年を記念した展覧会を和(浮世絵)・彫(練馬ゆ
かりの作家)・洋(印象派)をテーマに３回連続で開催します。 

 
■『小林清親（こばやし きよちか）の没後 100 年展』 
■『舟越保武（ふなこし やすたけ）展』 
■『アルフレッド・シスレー展』（美術館初の印象派展） 

予算額 １７７,８６４千円 充実 

 

事業概要 

１ 幕末に生まれ、明治に活躍した最後の浮世絵師『没後 100年 小林清親展』 

２「長崎 26殉教者記念像」など、独自のスタイルを確立した戦後具象彫刻の旗手

『舟越保武展－まなざしの向こうに－』（東京美術学校～新婚時代、練馬アトリ

エ村と言われた街区に居住） 

３ フランス印象派で主に風景画を描いた『アルフレッド・シスレー展：イル＝ド

＝フランス川のある情景』（仮称） 

  展覧会と同時に講演会、ワークショップ、コンサートなど多彩な教育普及事業

を開催予定 

 

※４月には美術館の前庭である「美術の森緑地」がリニューアルオープンします。

幻想的な動物彫刻たちが来館者をメインエントランスで出迎えます。 

 

スケジュール 

平成 27年４月５日～５月 17 日 『没後 100 年 小林清親展』 

平成 27年７月 12 日～９月 6日 『舟越保武彫刻展－まなざしの向こうに－』 

平成 27年９月 20 日～11 月 15日 

『アルフレッド・シスレー：イル＝ド＝フランス川のある情景』（仮称） 

 
問合せ 練馬区文化・生涯学習課  ☎５９８４－２４３５ 

 

小林清親 

猫と提灯 明治 10 年 千葉市美術館蔵 舟越保武 

《聖セシリア》 1980年 岩手県立美術

館蔵「写真撮影：大谷一郎」 

アルフレッド・シスレー 

《麦畑から見たモレ》1886年松岡美術館蔵 
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24 Ⅴ 新たな区政の創造    

 

 
 

抜本的な区政改革を検討！ 
（仮称）区政改革推進会議を設置し、改革に向けた計画を策定 
 

特 色 

ビジョンの施策を推進するため、区議会との緊密な連携のも
と、３つの基本方針を基本に、質の高い区民サービスを提供する
ため、区政改革を推進します。 
平成 27年度に具体的な取組内容を検討して計画を定めます。 
 

第一 リアルな行政需要に応え、区民生活の質のさらなる向上に
取り組みます。 

第二 行政需要に的確かつ迅速に応える組織にします。そのため
に組織を支える職員の意識改革を進めます。 

第三 地域団体、民間企業等と力を合わせ、良質で効果的な公共
サービスを提供します。 

予算額 ４７５千円 新規 ビジョン戦略計画 18 

 

 

 

事業概要 

(仮称）区政改革推進会議を設置し、区政改革の具体的な取組項目を検討します。 

１ サービスの「質」を高めるための取組 

⑴共通番号制度の導入に伴うサービスの拡充、⑵情報技術などの活用による利

便性の向上、⑶費用対効果の分析と方向性の提示、⑷組織連携など取組の工夫 

２ 行政需要に機動的に対応する態勢整備 

⑴人材育成、⑵業績に基づく人事評価、⑶組織・定数の見直し、⑷公共施設等

総合管理計画の策定に向けた検討、⑸財政基盤の強化 

３ 外郭団体の見直しと民間との協働 

⑴外郭団体の見直し、⑵民間との協働 

スケジュール 平成 27年度 （仮称）区政改革推進会議の設置、区政改革取組項目の検討 

問合せ 練馬区経営改革担当課  ☎５９８４－１０９２ 

 

区長とともに練馬の未来を語る会の様子 
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